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Ⅰ．はじめに
　近年、日本の多くの人々は、ライフスタイルの中で各自に合った生涯スポーツや各種身体運
動などを定着させて行っている。この意味する大きなところは、生涯にわたってスポーツや各
種の身体運動を通して健康・体力維持増進、楽しさや気分転換、ストレス解消、仲間づくり、
さらにその他様々な狙いを図ることが我々の生活にとり必要不可欠の要件になっていることを
理解しているからである。各自のライフステージ（少年期・青年期・壮年期・老年期など）に
おいて、日常生活の中で生涯スポーツや各種身体運動などを実践していくことは、21 世紀に
住むわれわれ地球人一人一人が共有すべき普遍的な考え方になってきている。勿論、各種スポ
ーツや身体運動を行うに当たっては、各自の健康や体力の度合い、関心や興味の度合いに照ら
して行うスポーツや身体運動の「強度、時間、頻度」などの配慮が極めて大切なことである。
そしてさらに、長く継続的に実践をすることが何よりも重要になってくる課題である。
　このたび筆者はアメリカ・アリゾナ州のスコッツデール・Scottsdale という地域に長期滞在
する機会を得ることが出来た。アリゾナ州のスコッツデールは、州都フェニックスに隣接する
人口 20 万を超える街で避寒地としてもよく知られた所である。スコッツデールの街の全体に
は 125 箇所のゴルフコースがあり、スポーツ・レクレーションなども大変盛である。たとえば
住宅の周囲にはよく管理された綺麗なゴルフ場があり多くの人がゴルフをし、広大な公園での
スポーツやジョギング、ウオーキング、街の歩道でのジョギング、ウオーキングや自転車、そ
してスポーツジムなどでは、器具を用いたトレーニングや水泳などを実施しているところを見
聞する機会に恵まれた。ここでは人々はいわゆる健康や体力維持増進などをねらいとして実施
しているものである。したがって、実践している人々は各自の確かな動機や目標を持ち積極的
に健康・体力の維持増進やスポーツ・運動を楽しみながら行っているという印象を強く持った
ものである。　　
　そこで、本稿はアメリカの人たちが、日常生活で如何に生涯スポーツや各種運動などに取り
組んでいるのかという素朴な思いを念頭において、筆者が居住していた地域を中心にした生涯
スポーツや各種運動などに関する質問紙法による意識調査を行ったものである。意識調査数は
− 42 −
多いとは言い難いが大変貴重な資料である。そうした限られた資料の範囲ではあるが、この資
料を基にアメリカ人の日常生活における健康・体力維持増進や生活を豊かにするなどのため
に、スポーツや身体運動に取り組んでいるのかなど単純集計を通して実態の把握と考察をして
いくものである。
Ⅱ．方法
1．調査対象と期間
　人口が 3 億人を超えているアメリカという超大国での意識調査の標本数は、わずか「男性
が 122 名、女性が 111 名」と極めて少ないものである。しかしながら、得られた資料は大変貴
重なものである。この資料を基に実態把握と考察を行うものである。表 1、表 2 に示したよう
に、男女ともに 10 代、20 代、30 代、40 代、50 代、60 代、70 代、80 代の方々から得られた
資料である。滞在したアリゾナ州の方々の資料が、男性では 81 名 66.4%、女性が 83 名 74.8%
である。次いでテキサス州が男性 19 人 15.6%、女性 20 人 18.0%。サウスダコタ州が男性 13 人
10.7%、女性 7 人 6.3% である。その他の得られた資料も、アリゾナ州在住以外の方からのもの
である。
　実際の意識調査の収集に当たっては、聴講生として幾つかの授業を聴講したスコッデール・
コミュニティ・カレッジ・Scottsdale Community College の学生や先生、大学のウエルネスセ
ンターにトレーニングに来ている方々、さらにアメリカの友人・知人や筆者が滞在したコンド
ミニアムの管理人や住人らにお願いして得たものである。調査期間は、2007 年 9 月 1 日から
11 月上旬である。調査に協力頂いたアメリカの方々に心から感謝を申し上げる次第である。
表 1　アンケートに協力を頂いた年代別州別人数合計（男性）
表 2　アンケートに協力を頂いた年代別州別人数合計（女性）
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2．調査項目
　本稿での意識調査項目は、1. 年齢、性別、2. 州、3. 職業、4. 現在の身長・体重、5. 理想の身
長・体重、6. 現在の健康状態、7. 現在の体力状態、8. 健康に注意を払っているか、9. 体力の改
善に注意を払っているか、10. 過去一年間に運動やスポーツを実施したか、11. どのようなスポ
ーツや運動を実施したか、12. スポーツや運動をやらなかった理由、13. フィットネスクラブの
会員か否か、14. 一週にどの位スポーツや運動を行いるのか、15. いつスポーツや運動を行って
いるか、16. 一回どの位の時間をスポーツや運動に当てますか、17. 将来どのようなスポーツや
運動を行いたいですか、18. あなたがスポーツや運動を行う理由は何ですか、19. あなたは現在
の生活に満足していますか、20. あなたは現在の生活に生き甲斐を感じていますかなどである。
本調査で用いた英文の質問項目は本文末尾に掲載した。
Ⅲ．結果および考察
1．現在の健康状態はどうですか
　表 3、図 1 は、アメリカ人男性の「現在の健康状態」を見たものである。10 代から 80 代ま
でを通して見ると、「非常に健康」であるという人は、38 人 31.1% である。「かなり健康であ
る」では、48 人 39.3% を示している。この「非常に健康である」と「かなり健康である」を
コミにして見ると、86 人 70.4％である。年代全体を通してもかなりの健康状態を示している
ことがわかった。
　「普通の健康状態」では、28 人 23.0%、「あまり健康ではない」と「全く健康ではない」をコ
ミにすると、8 人 6.6% であった。「全く健康ではない」は回答者がないことが分かった。10 代
から 80 代までの「健康」であると回答した人は、年代により若干の違いが見られるが、各年
代を通じておおむね健康には恵まれている人達であることが窺える。
表 3　男性の現在の健康状態はどうですか（人数、％）
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　表 4、図 2 は、女性の健康状態を見たものである。10 代から 80 代までの全体の「非常に健
康である」は、27 人 24.3% である。「かなり健康である」では、47 人 42.3% である。「非常に
健康である」と「かなり健康である」をコミにした場合では、74 人 66.6% である。男性の数
値に比して女性はやや低い数値を示している。
　「普通の健康である」では、34 人 30.6% を示している。男性に比してやや低い数値の回答に
なっている。「あまり健康ではない」では、2 人 1.8%、「健康ではない」は、1 人 0.9% である。
「健康」と回答している人が、66.6% である。男性に比して女性はやや低い数値を示している
が、各年代を通して健康である方への回答が多くなっている。「普通」では、34 人 30.6% の人
が回答し、「あまり健康ではない」「健康ではない」では、3 人 2.7% の人が回答している。男
性に比して女性は健康ではないがやや低い数値になっている。しかしながら、男女を通じて健
康であると回答する者が多く、この調査に協力して頂いた皆さんは、健康状態にかなり自信の
ある方々の集団であるということがいえる。
　厚生統計協会（財）の「国民衛生の動向」（2009 年（平成 21 年）第 56 巻第 9 号）による日
本における 6 歳以上の健康意識をみると、「よいと思っている＋まあよい」では、35.8%、「ふ
つう」が 43.3%、「あまりよくない＋よくない」が 11.2%、不詳 7.9% である。1）　
東京都生活文化局の健康に関する世論調査（平成 21 年（2009）10 月発表）では、男女を
合わせたものであるが、上で見たアメリカ人の男女の健康意識よりかなり厳しい回答結果を
図 1　男性の現在の健康状態はどうですか（人数）
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示している。眺めてみると、「多いに健康 2.7％＋健康 60.6％」の 77.3％、「あまり健康でない
24.7％」、分からない 2.0％）である。「あまり健康でない 24.7％」も回答しているなど健康問題
に不安を感じる人が、約 4 人 1 人ほどいることが分かった。2）
表 4　女性の現在の健康状態はどうですか（人数、％）
図 2　女性の現在の健康状態はどうですか（人数）
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　さらに、内閣府大臣官房広報室の「体力・スポーツの世論調査」（平成 21 年（2009）8 月調
査）では、20 歳代〜 70 歳代までの「健康である＋まあ健康である」が 85.5％、「あまり健康
でない」14.4％を示している。都の調査をよりも健康度は上回った数値を示している。しかし、
70 歳以上では 30％以上が健康に不安を持っていると回答していることにも注視しなければな
らないところである。3）
次に、筆者が担当する平成 21 年度（2009）の二松学舎大学「健康スポーツ科学」の春セ
メスターの受講生（平均年齢は 20 歳を少し超えたところである）の、5 段階評価による健康
に関する意識調査からみると、男子が 5 〜 3 段階のコミが、97 人 88.2%、2 〜 1 段階が 15 人
13.4% である。同様に女子では、31 人 86.5%、5 人 13.5% である。この調査は、平成 21 年 4 月
24 日（金）に受講生に行い、5 月 15 日（金）の授業で発表したものである。4）
先に見た都の世論調査では 20 歳代の「大いに健康 + まあ健康」の男子が 93.2%、女子が
90.5% である。「あまりよくない＋よくない」の男子が、6.9%、女子が 9.5% である。健康スポ
ーツ科学を受講している学生との比較では、二松学舎大学の健康スポーツ科学受講生の健康自
己評価が厳しいことを物語っている。自己評価であるから、現実を踏まえた評価であり、現在
の健康状態をある程度は探ることができる。健康に不安を感じている学生が 10% 以上いるこ
とは、日常生活を通しての健康管理の重要性を啓蒙していく必要がある。
ここで、意識調査に協力いただいたアメリカ人の男女の身長・体重について見てみよう。
男性は、10 代〜 80 代をコミにした身長平均値 =180.1 ± 5.5cm、体重平均値 =86.6 ± 14.9kg
である。体脂肪量とよく相関すると言われ、国際的にも活用されている BMI（Body Mass 
Index）・体格指数（身長（m）の二乗に対する体重比で体格を表す指数・BMI= 体重（kg）÷身
長（m）2 で計算する）を眺めると、10 代から 80 代では、24.5 〜 27.9 の範囲である。平均では
26.7 である。BMI 判定基準からすると男性は、「25 〜 30 未満・肥満（1 度）」というやや太め
のところである。女性の身長平均値 =165.2 ± 7.9cm、体重平均値 =65.4 ± 11.3kg。10 代から
80 代までの BMI は、21.1 〜 30.3 の範囲にあり、平均では 24.0 である。女性は判定基準からす
ると「18.5 〜 25 未満・普通体重」の中におさまっている。米国人男女ともに体重の標準偏差
が大きく、体重の多い・少ない人の混在があることが示されている。
BMI の判定は、18.5 未満…痩せ（低体重）、BMI25 〜 30 未満…肥満 1 度、30 〜 35 未満…2
度、35 〜 40 未満…3 度、40 以上 4 度である。5）　
肥満に関する 2004 年の米国スポーツデータによれば、成人男性の平均体重は約 200lb
（90.7kg）、女性は 165LB（74.8kg）であるという。また、2003 〜 2004 年では、約 400 万人の
米国人が 300LB（136.1kg）もあるという。これらの理由としては、貧弱な食生活と運動不足
によるものと指摘している。6）  
2．現在の体力状態はどうですか
表 5、図 3 は、男性の現在の体力状態を示したものである。10 代から 80 代までの「大変体
力がある」では、年代が高くなるにつれて体力がある方の回答が少なくなっている。体力には
行動の基礎をなす多くの要素が含まれているのであり、回答には納得できる部分がある。因み
に、10 代 は 46.7%、20 代 37.8%、30 代 38.1%、40 代 44.4 ％、50 代 33.3%、60 代 11.1%、70 代
12.5％、80 代 0.0% である。10 代から 80 代の全体では 34.4% である。体力という言葉の持つ意
味合いからか、実際の回答数値は「健康」の数値より厳しく、各人の現状を踏まえた辛めの自
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己評価をしているものと考えられる。回答選択肢の中に、「かなり体力がある」の項目を設ける
必要があったが、筆者のミスで欠落してしまったことを自戒するものである。したがって、「か
なり体力あり」の項目が設定されていれば、回答結果に若干の差異が生じたことと心算する。
「普通の体力である」では、10 代から 80 代の全体では、61.5% を示している。各年代共に、
高い数値を示している。因みに 10 代から 80 代までを順に示すと、53.3％−62.3%−61.9%−
55.6%−44.4%−77.8%−75.0%−80.0% である。年代別では若干数値にばらつきが見られる。こ
の「普通の体力」と回答した中に、「かなり体力がある」という人も含まれるだろうと心算する。
表 5　男性の現在の体力状態はどうですか（人数、％）
図 3　女性の現在の健康状態はどうですか（人数）
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「普通以下の体力＋体力がない」をコミにした 10 代から 80 代までは、4.1％である。示され
た数値から体力に関する評価から、体力にはかなり自信を持っていることが窺える。しかも、
40 代以下では一人も「普通以下＋体力がない」の回答をしていない。
次に表 6、図 4 の女性現在の体力状態を見ると、「大変体力がある」では、10 代から 80 代ま
での全体で 17.1% である。先に男性が 34.4% であるのに比して、女性は男性の半分程の回答を
示していることが分かった。これは体力という現状認識からと、体力という言葉のイメージな
どから、男性以上に、女性が抱く体力に対する辛口の評価が数値に吐露されているのではない
かと推察するところである。
「普通の体力である」では、10 代から 80 代までの全体では、65.8% である。男性の回答より
若干数値が高いが、おおむね同様の傾向を示しているといえる。「普通以下の体力＋体力はな
い」では、全体で 3.6% である。男性と同様に比較的数値が低い。回答してくれた女性は、体
力に関してかなり自信を持つ集団といえよう。
内閣府の体力・スポーツに関する世論調査の「体力の自信の有無」では、20 歳〜 70 歳以上
の男女をコミにした場合で見ると、「自信がある」13.7％、「体力は普通である」65.7％、「体力
に不安がある」20.3％である。体力に自信があるよりも、体力に不安があるという方の比率が
高い。また、男女の比較では、男性が女性に比して体力に自信がある回答が多い。7）
表 6　女性の現在の体力状態はどうですか（人数、％）
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東京都生活文化スポーツ局の男女コミの調査では、「体力に自信がある」10.1％、「体力は普
通である」60.1％、「体力に不安がある」28.9％、「わからない」0.8％となっている。体力に不
安があるが 3 割近くを示しているのが目に付く。8）
筆者の担当する「健康スポーツ科学」の受講生（男子 n=73、女子 n=30）では「あなたは
高校時代（中学時代）より体力がおちましたか。という 5 段階の自己評価（5．非常に当ては
まる、4．大体当てはまる、3．どちらともいえない、2．余り当てはまらない、1．全く当ては
まらない）を行ったところ、5 と 4 をコミにした「体力が落ちた」の回答が 56 人 76.7% であ
った。2 と 1 をコミにした「体力がついた」方の回答は 9 人 12.3% であった。3 の「どちらと
もいえない」が 8 人 11.0% である。女子についても同様に見ると、5 と 4 をコミにした「体力
が落ちた」の回答が、24 人 80.0%、3 の「どちらともいえない」が 3 人 10.0%、2 と 1 をコミ
にした「体力がついた」が 3 人 10.0% であった。男女ともに年齢が増すに従い体力に自信がな
い・落ちたという自覚をしていることが分かった。「体力が落ちた理由」について複数回答で
きいたところ、「運動不足」と回答した男子が 62 人 84.9%、女子が 30 人 100.0％である。体力
が落ちた理由を男女ともに自覚をしている。したがって如何にスポーツや運動を日常生活の中
でバランスよく実践し継続して行くかにかかっているといえる。授業において各自に合った実
図 4　女性の現在の体力状態はどうですか（人数）
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践方法を見出すよう奨励し折に触れて指導を強化していきたい。9）
3．健康維持増進に注意をしているか
表 7、図 5 は、男性の「健康増進に注意をしていますか」を見たものである。「大変注意を
している」と「かなり注意をしている」をコミにした 10 代から 80 代までの全体を見ると、75
人 61.5% である。「普通に注意をしている」が、34 人 27.9% である。「あまり注意をしていな
い」と「全く注意をしていない」をコミにした場合では、13 人 10.7% である。先に「健康状
態」では、70％の人が健康であると回答してくれたが、健康に注意をしているでは、各年代を
通しての全体で、61.5% と 10% ほど「注意を払わない＋していない」の低い回答数値を示し
ているといえる。また、「大変注意をしている＋かなり注意をしている＋普通に注意をしてい
る」をコミにした場合では、109 人 89.4% の人が健康に注意をしている方に回答している。し
たがって、9 割もの人達が健康に対する関心の程度・内容に違いはあるものの、強い健康意識
を持ち生活行動を行っていると理解できる。
表 7　あなたは健康に注意をしていますか（男性）（人数、％）
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同様に表 8、図 6 の女性の健康維持増進に注意を払っているかを見ると、「大変注意をして
いる」と「かなり注意をしている」をコミにした 10 代から 80 代では、54 人 48.6% である。
「普通に注意をしている」では、37 人 33.3% である。「あまり注意をしていない＋全く注意を
していない」の場合は、20 人 18.0% である。女性は男性に比して、かなり健康に注意をして
いない、払っていない傾向にあることが数値に顕著に示されたといえる。
「注意をしていない」方でも、女性は男性よりもかなり健康意識が希薄であることが示され
ている。先の「健康状態」で女性は、66.6% の人が健康であると回答してくれたが、「健康に
注意をしている」では、回答が 48.6% と低い数値に留まっている。また、「大変注意をしてい
る＋かなり注意している＋普通に注意している」をコミにした場合では、91 人 81.9% である。
8 割もの人が健康に注意を払う・している方に回答を示しているが、この数値は男性に比して
やや低い傾向を示している。したがって、女性は男性に比して、健康に対する意識や関心がや
やおおらかであるということが数値に示されていると指摘できよう。今回の調査では、健康に
関するどのようなところを注意したいかなどのことは、残念ながら男女ともに調査をできなか
った。
東京都生活文化スポーツ局の「健康に関する世論調査（20 歳以上）」では、健康状態で「よ
い＋まあよい 82.3%」と答えた（n=1730）人に、健康に不安を感じますかを聞いたところ、
「感じる＋しばしば感じる」では、5 割強の 55.2％が感じていると回答し、「あまり感じない＋
図 5　あなたは健康に注意をしていますか（男性）（人数）
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ほとんど感じない」では、44.7％に回答をしている。やはり 5 割を超える人が、健康に心配り
をしながら生活していることが示されている。10）
同じく、東京生活文化スポーツ局の世論調査の「改善に必要な生活習慣」を見ると、運動
43％、食習慣 33％、睡眠 25.2％、喫煙習慣 18.0%、休養 16.4％、飲酒習慣 13.5%、改善の必
要なし 20.2% である。改善すべき必要な生活習慣に運動が一番上位にランクしていることは、
人々の率直な思いや願いが込められているといえよう。11）
表 8　あなたは健康に注意をしていますか（女性）（人数、％）
アメリカ人の健康・体力と生涯スポーツ活動に関する意識調査（金子）
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また、健康維持のために普段どのようなことを心がけていますかでは、7 割弱が心がけてい
ると回答し、その中で「日課として軽い体操やストレッチ、散歩などをしている」32％、早足
で歩くようにしている 24.2％、エレベーター・エスカレーターを使わず階段を使う 24.1%、自
家用車やタクシーを使わない 14.1%、電車やバスでは立つようにしている 12.7% などとなって
いる。しかしながら、また特に心がけていないも 31.5% 存在している。12）　　
三井生命の保険会社、調査広報グループの「健康に関する意識調査」平成 16 年（2004）7
月 14 日（n=400 のうち、男性 n=160、女性 n=216）では、健康のために心がけていることに
ついて、男女コミの第 1 位が「一日 3 食きちんととる」の 51.1%、第 2 位が「うがいをする・
手を洗う」の 47.3％、第 3 位が「睡眠不足・過労を避ける」の 43.5%、第 4 位が「適度なスポ
ーツや運動をする」の 42.8％となっている。13）
平成 21 年度（2009）の筆者の健康スポーツ科学受講生の「健康を意識するときはどの様な
ときですか」というアンケート調査による「意識するベスト 3」では、男子が 1 位：食事に関
すること 56 人 50.0%、2 位：スポーツをするとき 29 人 25.9%、3 位 : 睡眠に関すること 25 人
22.3% である。女子は、1 位が睡眠に関すること 15 人 40.5%、2 位が食事に関すること 14 人
37.8%、3 位がスポーツをするときと、風邪を引いたリ、病気をした時 9 人 24.3% を示している。
男女ともに食事・睡眠・スポーツ・病気などの時に健康を意識するということが窺える。14）
図 6　あなたは健康に注意をしていますか（女性）（人数）
− 54 −
4．体力改善に注意をしているか
表 9、図 7 は、男性の「体力改善に注意をしていますか」を見たものである。表 9 に示さて
いる様に、10 代から 80 代までをコミにした全体で見ると、69 人 56.6% の人が、「大変注意を
している」と「かなり注意をしている」と回答してくれている。「普通に注意をしている」で
は、40 人 32.8% である。「あまり注意をしていない」と「全く注意をしていない」のコミでは、
13 人 10.6% に人が回答をしている。
男性の現在の体力状態（表 5）では、「1．大変体力がある・34.4%」、「2．普通の体力であ
る・61.5%」を示している。1 と 2 を合わせると、95.9% が体力に自信があると回答している。
この体力状態の回答選択肢に「かなり体力がある」と言う選択肢項目の記載を漏らしたので、
「普通の体力である」の中にかなり体力ありの人も含まれているものと推測する。
男性の「体力と健康に大変注意をしている」の全体の回答を比べてみると、「健康に注意を
している」という 75 人 61.5% の数値より、5% 程低い数値（56.6%）を示している。この回答
では、体力という言葉と健康という言葉の内容を踏まえた中で、体力と健康と言う概念上の違
いというか、言葉からイメージする意味合いの違いが微妙に反映されているものと推測する
が、半数以上の人が体力に注意を示していることが分かった。さらに、体力と健康に対する
「大変注意している＋かなり注意している＋普通に注意している」をコミにしてみると、体力・
健康の双方ともに 89.4% の回答を示している。したがって、約 9 割の人達が体力に注意をして
いる方に回答し、「あまり注意をしていない＋全く注意していない」をコミにしてみると、体
力 10.6%、健康 10.7% と 1 割の人が注意をしていないと回答していることが分かった。男性の
「健康と体力」に関しての注意の仕方では、ほぼ同じような思いを持ち回答していることが分
かった。
表 9　あなたは体力改善に注意をしていますか（男性）（人数、％）
アメリカ人の健康・体力と生涯スポーツ活動に関する意識調査（金子）
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女性の表 10、図 8 の体力に「大変注意をしている＋かなり注意をしている」では、55 人
49.5% の人が注意をしていると回答していることが分かった。「普通に注意している」では、
36 人 32.4%、「あまり注意をしていない＋全く注意していない」のコミでは、20 人 18.0% の人
が回答している。先に表 8 で見た女性の「健康に注意をしている」では、54 人 48.6% であっ
た。体力に「大変注意をしている」23.4％と健康に「大変注意している」24.3％の回答であり、
殆ど同じような数値を示していることがわかった。「かなり注意している」を見ても、24.3%、
26.1% とほぼ同じような数値である。「普通に注意している」でも、32.4%、33.3% と回答が殆
ど同じである。女性も男性と同じように体力の改善に注意していることと、健康に注意をして
いることへの認識の仕方がほぼ同じ傾向であることが分かった。
「普通に注意している」でも、「あまり注意していない＋全く注意していない」でも殆ど同じ
傾向の回答結果を示していることが分かった。したがって、女性も健康と体力に関して抱いて
いるイメージとが符合し、同じような傾向を持っていると数値から推測できる。　
図 7　あなたは体力改善に注意をしていますか（男性）（人数）
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5．過去一年間にスポーツや運動を行いましたか
表 11、図 9 は、男性の過去一年間にスポーツや運動を行いましたかの、「はい・いいえ」の
回答結果である。「はい」の行ったでは、112 人 91.8% の人が行ったと回答し、「いいえ」では
表 10　あなたは体力改善に注意をしていますか（女性）（人数、％）
図 8　あなたは体力改善に注意をしていますか（女性）（人数）
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7 人 5.7% の人が行わなかったと回答している。「いいえ」の内容を見ると、20 代の二人が Too 
busy・とても忙しいので、30 代の人が背骨に問題あり、40 代の一人が、肉体労働をしてい
るため、そして 60 代の三人が lazy のためと、病気のため（二人）とコメントしている。3 人
2.5% は無記であった。男子では 9 割以上の人がスポーツや運動に取り組んでいることが分か
った。
表 11　あなたは過去一年間にスポーツや運動を行いましたか（男性）（人数、％）
表 12、図 10 の女性では、「はい」の行ったでは、98 人 88.3% である。「いいえ」の行ってい
ないでは、12 人 10.8% である。行わなかった「いいえ」の回答者のコメントを挙げると、20
代の三人が（心臓病のため、妊婦のため、運動嫌いのため）、30 代の四人が（子供の世話のた
め多忙で時間がない、運動嫌い、仕事が忙しい、仕事で運動をしているため）、40 代の二人が
（仕事でスポーツ・運動をしているので）、50 代の一人が（スポーツや運動に関心がない、60
代の一人が（Too busy）、70 代の一人が（関節炎のため）などであった。無記が 1 人 0.9% で
図 9　あなたは過去一年間にスポーツや運動を行いましたか（男性）（人数）
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ある。女性は男性に比して、過去一年間にスポーツや運動を行った比率がやや低い。しかしな
がら、男女全体を見ると、過去一年間に約 9 割ものアメリカ人がスポーツや運動を日常生活の
中で実践していることが分かった。
「スポーツライフ白書」1998 年（平成 10 年）によれば、日本人男性 8 割強（82.5%）、女性
約 7 割（69.1%）の人達が何らかのスポーツをしているという実践率の研究報告がある。男性
の方が女性よりもスポーツに取り組む人が多いことが分かった。また、将来スポーツを「した
い」かの実践希望率では、各年代（10 歳代〜 60 歳以上）の全体では、約 8 割り（79.7％）も
の人々が行ないたい願望をもっている。これを男女別で見ると、男性 8 割り（82.5%）、女性も
8 割近い（76.5%）。スポーツを「したい」と言う実践希望率では、日本女性の行ないたいとい
う比率が高まっていることが目に付く。15）　
　
表 12　あなたは過去一年間にスポーツや運動を行いましたか（女性）（人数、％）
図 10　あなたは過去一年間にスポーツや運動を行いましたか（女性）（人数）
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6.　アメリカ人が現在行っているスポーツや運動種目
表 13 は、男性の「現在行っているスポーツや運動種目を示したものである（複数回答）。先
ず、10 代（n=15）の現在行っている種目数は、全部で 12 種目である。15 人が延べ 34 の種目
を行っていると回答を示している。一人当たりの実施している種目数の平均は、2.27 種目であ
る（34/ 15 人＝ 2.27）。それでは、以下に比較的人数の多い実施種目と実施人数を羅列してみ
よう。「アメリカンフットボール 7 人、バスケットボール 5 人、野球 4 人、ウエイトトレーニ
ング 3 人、ゴルフ 3 人、器具を用いた有酸素運動 3 人」などが挙げられる。
20 代（n=37）で行われている種目の上位は、「野球 10 人、バスケットボール 10 人、ゴルフ
8 人、ウエイトトレーニング 8 人、ランニング 9（ジョギング 2 人も含む）7 人、サッカー 5
人、ハイキング 5 人、自転車 6 人、サッカー 5 人」などである。20 代では全体で 22 種目が挙
げられており、33 人が延べで 78 の種目に回答を寄せている。無記の 4 人を除いてみた場合で
は、78/33=2.36 種目となる。したがって、1 人当り 2.4 種目のスポーツや各種運動を実施して
いることが分かった。
30 代（n=21）では、16 の種目数が挙げられ、19 人から（2 人は無記のため除外）全部で延
べ 56 種目に回答が寄せられている。一人当たりの実施種目数は、56/19=2.95 種目である。次
に、比較的実施人数の多い種目を挙げてみよう。「ウエイトトレーニング 11 人、ランニング
（含むジョギング 1）9 人、自転車 5 人、バスケットボール 5 人、ゴルフ 4 人、水泳 4 人」など
である。
40 代（n=18）で行われている種目数は 15 種目である。一人当たりの実施種目数は、45/15
人 =3.00 種目である（無記の 3 人は除外）。実施人数の多い種目では、「ランニング（ジョギン
グ 2 人を含む）6 人、ウエイトトレーニング 6 人、自転車 5 人、ゴルフ 5 人、ハイキング 5 人、
野球 4 人」などである。
50 代（n=9）で行われている種目数は 12 種目。9 人が延べで 24 の種目を実施していると回
答を寄せている。一人当たりでは、24/9=2.67 種目を行っていることが分かった。実施人数の
多い種目では「ウオーキング 6 人、自転車 3 人、ウエイトトレーニング 3 人、ゴルフ 2 人、ハ
イキング 2 人」などである。
60 代（n=9）で行われている種目数は 10 種目である。7 人が延べ 15 種目を実施していると
いう回答を寄せている（2 名は無記）。一人当たりが行っている種目の平均は、15/7 人 =2.14 
種目。 実施人数の多い種目では「ゴルフ 3 人、ウオーキング 2 人、ウエイトトレーニング 2
人」などである。
70 代（n=8）で行われている種目数は 9 種目である。8 人が延べで 18 種目を行っていると
回答している。一人当たりの実施数では、18/8 人 =2.30 種目である。実施人数の多い種目で
は、「テニス 4 人、ウオーキング 3 人、ハイキング 2 人、ゴルフ 2 人、ウエイトトレ−ニング
2 人」などである。 
80 代（n=5）で行われている種目数は 8 種目である。4 人が延べで 11 種目を実施している
回答が寄せられている（無記 1 人）。一人当たりの実施数では、11/4=2.75 種目である。少人
数であり分散しているが、「テニス 3 人、ウエィートトレーニング 2 人」などが行われている。
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以上、筆者の意識調査におけるアメリカ人が現在行っている種目とはどの様なものかと、一
人当たりでは、何種目くらいを行っているのかを見てきたが、各年代を通じて 2.1 種目から
3.0 種目くらいであることが分かった。各年代を合わせてみた一人平均では、2.5 種目である。
したがって、1 種目に偏ることなく複数種目を取り入れて各自の実施するねらい・目的を達成
表 13　男性の現在行っているスポーツや運動種目（複数回答）
アメリカ人の健康・体力と生涯スポーツ活動に関する意識調査（金子）
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させるために、またライフスタイルを充実させるために行われていることが分かった。
「スポーツライフ白書、1998」によれば、日本人では一人あたりが平均で 2.9 種目を行って
いる。今回のアメリカ人男性の実施種目数では、2.1 〜 3.0 種目（年代をコミにした一人当た
りの平均では 2.5 種目）であり、男性日本人の行っている種目数の方が若干多い傾向にあるこ
とがいえる。16）
「レジャー白書、2009」の「性・年代別余暇活動参加率の特徴」から、日本人男性（n=1173） 
が行っている種目のベスト 10 を見てみよう（筆者のピックアップによる）。1 位・ジョギング
（マラソン）28.1%、2 位・ボーリング 24.7%、3 位・キャッチボール（野球）18.3%、4 位・体
操（器具を使わない）16.1%、5 位・ゴルフ（コースで）15.9%、6 位・釣り 15.6%、7 位・トレ
ーニング 15.3%、8 位・ゴルフ（練習場）14.6%、9 位・水泳（プールで）12.5%、10 位・サイ
クリング・サイクルスポーツ 10.3% の順となっている。17）
表 14 は、女性の「現在行っているスポーツや運動種目」を示したものである（複数回答）。 
10 代（n=5）で行われている種目数は 7 種目である。5 人が延べ 9 種目を行っている。一人
が行っている種目数では、9/5=1.8 種目である。
20 代（n=34）で行われている種目数は 25 種目である。30 人が延べ 65 種目を行っていると
言う回答である（無記 4 人）。一人当たりが実施している種目数は 2.17 種目（65/30 人 =2.17）
である。実施種目では、「ランニング（ジョギング 2 人を含む）10 人、ウオーキング 7 人、ハ
イキング 6 人、スポーツジムでの器具を用いた各種運動 6 人、水泳 4 人」などである。
30 代（n=26）で行われている種目数は 20 種目である。22 人（4 人は無記）が延べ 69 種目
を実施している。一人当たりの実施種目数では 3.14 種目（69/22 人 =3.14 ）。取り組み人数の
多い種目数では、「ウオーキング 11 人、ランニング（ジョギング 2 も含む）10 人、ヨガ 8 人、
ウエイトトレーニング 8 人、ハイキング 7 人、水泳 4 人、ゴルフ 4 人、トライアスロン 4 人」
などである。
40 代（n=19）で行われている種目数は 16 種目である。16 人（3 人無記）が、延べ 55 種目
を実施している。一人当たりの平均種目数は 3.44 種目と多い。40 代女性が男女を通じて一番
最多の種目を実施していることが分った。実施している種目では、「ウオーキング 8 人、ウエ
イトトレーニング 6 人、ハイキング 5 人、ランニング 5 人、水泳 5 人」などである。 
50 代（n=10）で行われている種目数は 13 種目であり、9 人が延べ 25 種目を行っている。
一人当たりが実施している種目数では、25/9= 2.78 種目である。行われている種目では「水泳
5 人、ウオーキング 4 人、ウエイトトレーニング 3 人」などである。（無記 1 人）。
60 代（n=11 人）で行われている種目数は 9 種目である。7 人が延べで 17 種目を行ってい
る。一人当たりでは、17/7=2.43 種目である。実施種目は、「ウオーキング 5 人、トレッドド
ミル 3 人、水泳 2 人」などである。（無記 4 人）。
70 代（n=5 人）で行われている種目数は 6 種目。4 人（無記 1 人）が、延べ 10 種目を行っ
ている。一人当たりでは、10/4=2.50 種目を行っていることになる。行われている種目は、「ウ
エイトトレーニング 3 人、ウオーキング 3 人」などである。80 代は一人である。実施してい
る種目は、水泳である。
以上、アメリカ人女性が現在行っているスポーツや運動種目について見てきたが、各年代と
もに生活習慣の中で複数の種目のスポーツや運動を取り入れていることが分かった。各年代を
合わせてみた一人当たりの平均では 2.7 種目を実施している（80 歳代は 1 人のため除外してい
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る）。先に見た男性の 2.5 種目よりも女性は若干多い種目を行っていることが分かった。
日本人女性が行っているスポーツ・運動種目のベスト 10 を男性と同様にピックアッツプし
てみよう。女性（n=1242）では、1 位・体操（器具を使わない）24.1%、2 位・ジョギング・
マラソン 18.4%、3 位・ボウリング 18.1%、4 位・水泳（プール）13.6%、5 位・トレーニング
8.7%、6 位・エアロビクス・ジャズダンス 7.6%、7 位・卓球 7.4%、8 位・サイクリング・サイ
クルスポーツ 6.9%、10 位・バレーボール 5.9% である。18）　　
男女共に、ジョギング、体操、ボウリング、水泳などが上位にランクされているが、ゴルフ
（コース・練習場）、キャッチボール・野球、エアロビクス・ジャズダンス、釣り等への参加率
に男女の違いが見られる。上位にランクされる種目は、比較的手軽に出来るもので健康を志向
することが出来る種目と言えよう。男女差の出ている野球やゴルフなどの種目は、これまでの
実施経験や技術を必要とする種目でもある。またエアロビクス・ジャズダンスなどの種目など
は興味や関心の違いなどもかなり反映されているものと推測する。
因みに、2004 年の 6 歳以上の米国人達が体力づくり・健康増進や競技目的で、年 1 回以上
参加した上位統計の種目をみると、フィットネス・ウオーキングが 4,029 万人、ランニング・
ジョギング 3,731 万人、ストレッツチング 4,079 万人、水泳 9,527 万人、フリーウエイト（Net）
5,205 万人、トレッドミル運動 4,746 万人、バスケットボール 3,422 万人、ボーリング 5,360 万
人、ビリアード 3,635 万人、フィッシング（川、湖）3,943 万人、フィッシング（Net）4,790
万人、ウオーキング（レクレーショナル）9,267 万人、サイクリング（レクレーショナル）
5,202 万人、キャンピング 4,156 万人、キャンピング（Net）4,941 万人、ハイキング（Day）
3,933 万人、ハイキング（Net）4,713 万人、サッカー（outdoor）1,460 万人、フットボール（タ
ックル）544 万人、野球 969 万人などとなっている。
注：上のアメリカの種目の中に（Net）とある。この意味は、Aerobics（Net）で示すと、
Aerobics（High-impact, Low-impact, Step）の 3 種類を行っている人が、単にエアロビクスを
行っていると回答したものの合計である。19）
表 14　女性の現在行っているスポーツや運動種目（複数回答）
アメリカ人の健康・体力と生涯スポーツ活動に関する意識調査（金子）
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日本全体の余暇参加人口推移（レジャー白書 2009 年版の平成 20 年、2008）を見ると、ジョ
ギングなどに参加する人は、延べで 2,550 万人以上、ボウリング 2350 万人、体操（器具を用
いない）2,230 万人、ゴルフ（コース＋練習場）1,900 万人、水泳 1,450 万人、キャッチボール
ツ・野球 1,260 万人、トレ−ニング 1,310 万人、釣り 1,120 万人、スキー 690 万人、サイクリン
グ・サイクルスポーツ 950 万人、バドミントン 920 万人、卓球 810 万人、サッカー 670 万人、
バレーボール 620 万人、ソフトボール 400 万人などと報告されている。20）
7．1 週間に何回位スポーツや運動を行いますか
表 15、図 11 は、男性の「1 週にどれ位のスポーツや運動」を行いますかを見たものである。
先ず、「週 3 回以上」では、10 代から 80 台の全体を通しては、70 人 57.4% の人が回答してい
る。「週 1 〜 3 回」では、20 人 16.4%、「週に 1 〜 2 回」が 12 人 9.8%、「月 1 〜 3 回」が 15 人
12.3% である。さらに、「1 年に 10 日以内」が 4 人 3.3%、「無記」が 1 人 0.8% である。
健康・体力増進をねらう上では、週 3 回以上をスポーツや運動に当てることは誠に理想的な
実施回数であり、しかも、約 6 割近い人が実施していることが分かった。これは特筆できるこ
とである。「週 3 回以上・週 1 〜 2 回・週 1 〜 3 回」をコミにした場合では、102 人 83.6% の
人が実践していることが分った。
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内閣府の世論調査（平成 18 年 8 月）では、20 歳 ~70 歳以上の調査では、男性（n=684）が
「週に 3 日以上（年 151 日以上）」27.2%、「週に 1 〜 2 日（年 51 〜 150 日）」27.9%、「月に 1 〜
3 日（年 12 〜 50 日）」26.9%、「3 ケ月に 1 〜 2 日（年 4 〜 11 日）」9.2%、「年に 1 〜 3」8.8%
である。「週 3 日以上＋週 1 〜 2 日」をコミにしてみると、55.1% である。21）
筆者の調査したアメリカの人達のスポーツや運動の取り組みが頗る優れていることが分かっ
た。「週 3 回以上」と「週 1 〜 2 回」をコミにしてみた場合では、90 人 73.8% の人が実施して
いると回答している。さらに、「月 1 〜 3 回」をコミにした場合では、117 人 95.9% の人がス
ポーツや運動を行っていることが分かった。この数値はスポーツや運動に高い関心と熱意を持
って取り組みをしている表れであるといえる。
図 11　あなたは 1 週にスポーツや運動を何回位行いますか（男性）（人数）
表 15　あなたは 1 週にスポーツや運動を何回位行いますか（男性）（人数、％）
アメリカ人の健康・体力と生涯スポーツ活動に関する意識調査（金子）
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表 16、図 12 は女性の 1 週に何回くらいスポーツや運動行っているかを示したものである。
「週に 1 〜 3 回以上」では、10 代から 80 代全体をコミにした場合を見ると、52 人 46.8% であ
る。「週に 1 〜 2 回」では、25 人 22.5%、「週に 1 〜 3 回」が、16 人 14.4%、「月に 1 〜 3 回」
が 5 人 4.5% という結果を示している。「週 3 回以上・週 1 〜 2 回・週に 1 〜 3 回」をコミにし
た場合では、93 人 83.8% の人達がスポーツや運動を行っていることになる。さらに、「月 1 〜
3 回」をコミにした場合では、98 人 88.3% の人達が実践していることになる。女性は男性に比
して、スポーツや運動の取り組み方がやや下回るものの、男性同様全体的にはかなり高い参加
率を示しているといえる。
図 12　あなたは 1 週にスポーツや運動を何回位行いますか（女性）（人数）
表 16　あなたは 1 週にスポーツや運動を何回位行いますか（女性）（人数、％）
− 66 −
内閣府・世論調査の女性の場合では、「週に 3 日以上（年 151 日以上）」31.0%、「週に 1 〜 2
日（年 51 〜 150 日）」33.0%、「月に 1 〜 3 日（年 12 日〜 50 日）」16.3%、「3 ケ月に 1 〜 2 日
（年 4 〜 11 日）10.0%、「年に 1 〜 3 日」8.8%。である。女性の「週 3 日以上＋週 1 〜 2 回」を
コミにしてみると、64.0% である。この数値は男性の 55.1% に比して、8.9％ほどスポーツ・運
動への参加が上回っていることが分かった。単純に比較は出来ないがアメリカの女性の数値と
比較してみると、アメリカの女性の 69.3% に比して、日本女性は 64.0% であり 5.3% 下回る数
値である。22）
　
8．いつスポーツや運動を行いますか
表 17、図 13 は、男性の「いつスポーツや運動を行いますか」を見たものである（複数回
答）。10 代から 80 代までのコミにした全体を見ると、「夕方」に行うが、39 人 32.0% を示し
一番回答が多い。次いで 2 番目は、「早朝」に行うであり、31 人 25.4% である。3 番目には、
「午後」の時間帯であり、29 人 23.8% を示している。4 番目には、「時間を決めていない」が、
27 人 22.1% を示している。5 番目には、「午前中」が、13 人 10.7%、6 番目には、「夜」が、6
人 4.9% を示している。スポーツや運動の実施時間帯では、各年代では取り組み方に若干のば
らつきがあるものの、それだけ各自の都合のいい実施時間帯を見つけて取り組んでいることが
把握できる。各人の練習時間帯では 122 人の男性から、145 の回答（複数回答）があった。一
人が 1.2 種類の複数時間帯にスポーツや運動を実施していることが分かった。　
表 17　あなたはいつスポーツや運動を行いますか（男性）（複数回答）（人数、％）
アメリカ人の健康・体力と生涯スポーツ活動に関する意識調査（金子）
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表 18、図 14 は，女性を見たものである。実施時間帯では 1 位の「早朝」が、39 人 35.1% で
ある。2 位が「夕方」の 36 人 32.4% である。3 位が「時間を決めていない」が、27 人 24.3%、
4 位が「午後」の 22 人 19.8%、5 位が［午前中］の 14 人 12.6% である。女性は「早朝」に取
り組む人が多い回答であり、男性の［夕方］と違うところである。2 位の「早朝」の取り組み
は男子同様である。また、男性が「時間を決めていない」を 3 位に挙げているのに対して女性
は、4 位に挙げている。詳細には 3 位の「午後」と「時間を決めていない」では、若干の数値
的な違いがある。男女共に、各年代を通して「早朝と夕方」にスポーツや運動に取り組むこと
が多いことが分かった。また、「時間を決めていない」で行っているなども回答が多く、都合
のいい時間帯において、各自が健康・体力維持増進志向を目論んでスポーツや運動に、また競
技的な志向などを持ちながら積極的に取り組んでいる実態が把握できる。「夜」行うでは、男
性の 10 代から 50 代で約 5% を示し行う人が少ない。さらに、女性は 1 人 0.9% と行う人が少
ない。女性は一人が 1.3 種類の複数時間帯をトレーニングに充てていることが分かった。男女
ともに複数時間帯でのスポーツや Exercise を行なっていることが明らかになった。
図 13　あなたはいつスポーツや運動を行いますか（男性）（人数）
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表 18　あなたはいつスポーツや運動を行いますか（女性）（複数回答）（人数、％）
図 14　あなたはいつスポーツや運動を行いますか（女性）（人数）
アメリカ人の健康・体力と生涯スポーツ活動に関する意識調査（金子）
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9．1 回のスポーツや運動を行う時間はどれ位ですか
表 19 は、アメリカ人男性の一回のスポーツや運動を行う時間を示したものである。先ず、
第 1 位が、「60 分以上」の 76 人 62.3% である。第 2 位が「45 分以内」の 29 人 23.8%、第 3 位
が「15 分以内」の 11 人 9.0%、そして「30 分以内」が 6 人 4.9% であることが分かった。男子
では 60 分以上が圧倒的にスポーツや運動時間であること回答してくれている。これまで研究
された日本の資料では、1 回に行う運動時間は、1.8 時間（108 分）という。したがって、1 時
間 48 分の時間が 1 回のスポーツや運動を実践する時間である。表 19 の男性の 10 代から 80 代
の各年代別では、「60 分以上」に回答している人が多いことが分かる。　
日本の「スポーツライフ白書 1998」による男女の「1 回のスポーツ・運動実践時間の 10 歳
代から 60 歳代以上の場合を見ると、男性は、スポーツや運動時間の 1 回の実践時間が、1.8 時
間（108 分）である。また、希望する実践時間では、2.0 時間（120 分）であり、12 分ほど長
く行いたいと希望している。23）
表 20 は、女性の「スポーツや運動を行う時間」の回答結果を見たものである。1 回のス
ポーツ・運動時間の第 1 位は、「60 分以上」が 51 人 45.9%、第 2 位が、「45 分以内」の 42 人
37.9% である。女性も男性同様に、この「60 分以上」と「45 分以内」で 93 人 83.8% の人が行
っていることが分かった。男女の比較では、男性の方が長時間運動する傾向があるといえる。
表 19　あなたの 1 回のスポーツや運動の時間はどれ位ですか（男性）（人数、％）
表 20　あなたの 1 回のスポーツや運動の時間はどれ位ですか（女性）（人数、％）
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日本の女性は、1 回のスポーツや運動の時間が 1.3 時間（78 分）が平均値である。また、女
性のスポーツや運動の実践希望時間は、1.4 時間（84 分）であり、6 分ほど運動の実践時間を
延ばしたいと希望している。24）  
アメリカの保健福祉省（US. Department of health & Human Services）では、国民の身体
運動に関する指針として、大人に 1 週あたりにおける以下の 1 〜 4 の有酸素運動時間を奨励し
ている。25）
1．無活動・・・・・・一週間に身体運動を何も行わないことは大変不健康。
2．低位のレベル・・・150（2 時間 30 分）分よりも少ない運動時間。
3．中位のレベル・・・150 分〜 300 分（2 時間 30 分〜 5 時間）の身体運動時間。
4．高位のレベル・・・300 分以上（5 時間以上）の身体運動時間。
以上が指針であるが、因みに中位レベルで 1 週に 3 回の運動実施の機会をもつとすると、
150 分のケースにおける 1 回の運動時間は、50 分である。200 分であれば 67 分である。
10．スポーツや運動を行う理由は何ですか（複数回答）
表 21 は、男性のスポーツや運動を行う理由を複数回答で聞いたものである。10 代から 80
代の各年代を通じて、理由の第 1 位は、「健康維持のため」が 82 人 67.2%、第 2 位が、「楽し
みと気晴らしのため」が 66 人 54.1%、第 3 位が、「体力増強のため」が 43 人 35.2%、第 4 位
が、「競技のため」が 36 人 29.5%、第 5 位が、「ストレス解消のため」が 35 人 28.6%、第 6 位
が、「美容と健康のため」が 23 人 18.1％、第 7 位が「社交のため」が 21 人 17.2% などの回答
をしている。「健康維持のため、楽しみと気晴らしのため、体力増強のため」などが上位に示
されていることが分かった。第 4 位にランクされている「競技のために」は、10 代から 40 代
までの人が競技志向の強いことを数値が物語っている。「健康維持増進」目的の項目では、10
代が 33.3% と一番比率が低いが、年代の上昇するに伴い回答比率が高くなっている。
表 21　男性のスポーツや運動を行う理由は何ですか（複数回答）
アメリカ人の健康・体力と生涯スポーツ活動に関する意識調査（金子）
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行う理由は複数回答である。一人当たりの回答は、2.8 項目になる。それだけ多様な目的を
持ちながら、各人がスポーツや運動に取り組んでいることが示されているといえる。
表 22 は、女性のスポーツや運動を行う理由を示したものである。第一位の「健康維持増進
のため」が、78 人 70.3%、第 2 位が「楽しみと気晴らしのため」53 人 47.7%、第 3 位が、「美
容と健康のため」52 人 46.8%、第 4 位が「体力増進のため」50 人 45.0%、第 5 位が「ストレス
解消のため」45 人 40.5% である。
男女別のスポーツや運動をするねらい・目的では、「健康維持増進、楽しみと気晴らし、体
力の増進、美容と健康のため、ストレス解消のため、社交のため」などが、おおむね同じよう
な順位で回答していることが分かった。女性の「競技のため」が 3 人 2.7% と極端に低い比率
であり、男子の 36 人 29.5% とは違いが見られる。女性が勝敗を競うような競技性のスポーツ
などには参加していないことが明らかになった。一人当たりの回答数（複数回答）の結果を見
ると、平均で 2.98 項目である。男女共に同じような回答傾向を示している。
日本人の現在「スポーツを行なう目的は何か」の男女別の回答比率を見ると、「健康・体力
維持増進、気分転換、ストレス解消、体を動かす楽しさ、家族・友人等とのふれあい」の順で
上位にランクされている。また、年代別（10 歳代、20 歳代、30 歳代、40 歳代、50 歳代、60
歳以上）を見ても、上で指摘した項目などは高い比率を示している。26）
筆者の健康スポーツ科学を受講している学生に同じ質問をした結果を見てみよう。男子
（n=99）のスポーツを行う（やる）目的についてのベスト 5 を 1 位から 5 位までを順に示す
と、1 位が「健康維持増進のため 65 人 65.7%、1 位・楽しみと気晴らしのため 65 人 65.7%」、3
位が「体力増進のため 64 人 64.6%」、4 位が「ストレス解消のため 62 人 62.6%」、5 位が「競
技のため 29 人 29.3%」である。同様に女子（n=39）では、1 位が「健康維持増進のため 29 人
表 22　女性のスポーツや運動を行う理由は何ですか（複数回答）
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74.4%」、2 位が「ストレス解消のため 24 人 61.5%」、3 位が「体力増進のため 21 人 53.8%」、4
位が「楽しみと気晴らしのため 20 人 51.3%」、5 位が美容と体重を減らすため 19 人 48.7%」で
ある。男女はほぼ同じようなイメージ（想い）を抱いていることが示されたが、イメージの違
いでは、男子が 5 位に「競技のため」を挙げているのに対して、女子は「美容と体重を減らす
ため」を挙げており、男女のスポーツや運動を行うイメージの違いが示されていると窺える。27） 
スポーツや運動を行うねらいや目的などは、回答結果からアメリカ人も日本人もおおむね同
じような共通した目的意識を持っているといえる。
東京都生活文化スポーツ局の世論調査による「運動やスポーツをしない理由」では、現在
していない人（31.1%、n=1232）に聞いたところ、「忙しくて時間がない 52.2％、何かと面
倒だから 30.3%、仕事や家事で疲れているから 28.0％、身近に適当な施設や場所がないから
12.7％、健康上の理由から 12.6％、適当な相手。指導者や仲間がいないから 8.5％、仕事で体
を使っているので特に運動する理由がないから 7.3% となっている。健康上の理由からは医師
の助言が必要であるが、ほかの回答の人達は、自ら意識付けや動機づけを旺盛に持ち、課題を
主体的に克服し改善していくことが強く求められているといえよう。28
11. 将来行いたいスポーツや運動は何ですか
表 23 は、各年代別に見た男性の将来行いたいスポーツや運動種目である。男性の行いたい
スポーツや運動種目は、現在行っている種目を含め他の新種目にも取り組んでいるといえる。
取り組みに当たっては、各自の目的に合った種目を選択していることが窺える。種目数から見
た場合、男性は 10 代が 2.0 種目、20 代が 3.1 種目、30 代が 2.7 種目、40 代が 3.1 種目、50 代
が 3.4 種目、60 代が 1.8 種目、70 代が 2.7 種目、80 代が 1.5 種目であることが分かった。各年
代を合わせてみると、一人平均で 2.7 種目のスポーツや運動を希望していることがわかった。
表 23　男性の将来行いたいスポーツや運動種目（複数回答）
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表 24 は女性が将来行いたい種目一覧である。女性も各自のスポーツや運動実践の目的に応
じて、バライティーな種目選択を行っていることが窺える。将来女性が行いたい種目の平均を
各年代別に見ると、10 代が 4.2 種目、20 代が 2.7 種目、30 代が 4.2 種目、40 代が 2.9 種目、50
代が 1.5 種目、60 代が 3.4 種目、70 代が 1.4 種目である。80 代は一人であるが、水泳、ウオー
キング、筋力ト−ニングを選択している。女性は 10 代と 30 代の 4.2 種目を筆頭に、40 代が
2.9 種目、60 代が 3.4 種目と取り組む種目が多い。各年代を合わせた一人当たりの平均実施種
目数は 3.1 種目であり、男性の種目数 2.7 を上回っている。
レジャー白書 2009 の「性・年代別余暇活動参加率の特徴（全体で 28 種目が掲載されてい
る）から、筆者が上位 1 〜 10 位までをピックアップしてみると、男子が 1 位・ジョギング・
マラソン 28.0%、2 位・ボウリング 24.7%、3 位・キャチボール・野球 18.3%、4 位・体操（器
具を使わない）16.1%、5 位・ゴルフ（コース）15.9%、6 位・釣り 15.6%、7 位・トレーニング
15.3%、8 位・ゴルフ（練習場）14.6%、9 位・水泳（プール）12.5%、10 位・サイクリング・
サイクルスポーツ 10.3% である。
女性では、1 位・体操（器具を使わない）24.1%、2 位・ジョギング・マラソン 18.4%、3 位・
ボウリング 18.1%、4 位・水泳（プールでの）13.6%、5 位・バドミントン 9.9%、6 位・トレ
ーニング 8.7%、7 位・エアロビクス・ジャズダンス 7.6%、8 位・卓球 7.4%、9 位・サイクリン
グ・サイクルスポーツ 6.9%、10 位・テニス 6.0% である。29）
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12．フィットネスクラブやスポーツクラブの会員ですか
表 25、図 15 は、男性のフィットネスクラブやスポーツクラブの会員についての回答結果
である。10 代では、12 人 80.0％が「はい」の会員であると回答している。20 代では、23 人
62.2%、30 代では、13 人 61.9％、40 代が 11 人 61.1% の会員であることを示している。50 代
が、2 人 22.2% と低い数値を示し、60 代が 4 人 44.4%、70 代が 3 人 37.5％、そして 80 代が 1
人 20.0% であることが分かった。10 代から 80 代をコミにしてみると、69 人 56.6% の会員率で
ある。したがって、半数以上がフィットネスクラブ・スポーツクラブの会員であることが分か
った。特に、10 代から 40 代までの会員加入率が優れている。10 代では 15 人中、12 人 80％と
表 24　女性の将来行いたいスポーツや運動種目（複数回答）
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特に高い。
表 26、図 16 は、女性の「会員」と「会員ではない」の結果を示したものである。10 代で
は 1 人 20.0％を示し会員率が低いが、20 代、30 代、40 代の「はい・会員である」の比率が高
い。20 代から 50 代までの比率を順に示すと、20 人 58.8％− 18 人 69.2％− 11 人 57.9％− 4 人
40.0％である。60 代も 3 人 60.0％と高い数値を示している。各年代をコミみにした会員である
「はい」を見ると、60 人 54.1％である。女性も男性同じように 5 割強が会員であることが分か
った。
「いいえ・会員ではない」の各年代をコミにした場合で見ると、51 人 45.9% である。
表 25　あなたはフィットネスクラブやスポーツクラブの会員ですか（男性）（人数、％）
図 15　あなたはフィットネスクラブやスポーツクラブの会員ですか（男性）（人数）
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以上、フィットネスクラブやスポーツクラブの会員か否かを見てきたが、本調査のアメリカ
人の男性・女性ともに半数以上の（5 割強）が会員であり、また半数近い 46% ほどの人が会
員ではないという実態が分かった。
13. 現在の生活に満足していますか
表 27、図 17 は、男性の「現在の生活に満足していますか」の回答結果を示したものである。
「非常に満足している」の各年代をコミしてみると、49 人 40.2％である。「かなり満足してい
る」では、52 人 42.6% である。この「非常に満足・かなり満足」をコミにしてみると 101 人
82.8% である。「普通に満足している」では、17 人 13.9%、「あまり満足していない」と「全く
満足していない」をコミにすると、4 人 3.3% である。各年代では若干の数値的なちがいはあ
表 26　あなたはフィットネスクラブやスポーツクラブの会員ですか（女性）（人数、％）
図 16　あなたはフィットネスクラブやスポーツクラブの会員ですか（女性）（人数）
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るが、かなり満足した生活をしていると理解できる。
内閣府の平成 21 年（2009）8 月 10 日発表の「国民生活に関する世論調査・（男性 2,945、女
性 3,307、合計 6,252）」の「現在の生活に対する満足度」では、男性が「満足している 6.2% ＋
まあ満足している 51.9%」コミで、61.0 %）である。「やや不満だ 28.0 % ＋不満だ 10.2 ％」を
コミにすると 38.2 % である。30）
表 28、図 18 は、女性の生活に満足していますかの回答結果を示したものである。「非常に
満足している」を各年代のコミにしてみると、43 人 38.7%、「かなり満足している」では、49
人 44.2% である。この「満足している」と「かなり満足している」をコミにした場合では、92
表 27　あなたは現在の生活に満足していますか（男性）（人数、％）
図 17　あなたは現在の生活に満足していますか（男性）（人数）
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人 82.9% を示している。
「あまり満足していない」と「全く満足していない」をコミにして見ると、4 人 3.6% である。
女性も現在の生活には、かなり満足して生活を行っていると把握できる。男女共に同じような
回答を示しており、現在の生活に満足しているといえる。
日本の女性の「現在の生活に対する満足度」をみると、「満足している 10.3% ＋まあ満足し
ている 53.3% であり、コミにしてみると 63.6% である。「やや不満 25.9% ＋不満だ 9.2%」をコ
ミにしてみると、35.1% である。女性は男性に比して満足度が高いが、不満度もやや強いこと
を示している。31）
表 28　あなたは現在の生活に満足していますか（女性）（人数、％）
図 18　あなたは現在の生活に満足していますか（女性）（人数）
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東京都生活文化スポーツ局の世論調査から男性では、「大変満足している 1.9% ＋まあ満足し
ている 42.9%」であり、コミみにすると、44.8％である。「やや不満 40.7% ＋大変不満 10.7%」
をコミにすると、51.4% である。同様に女性についても見ると、「大変満足している 4.3% ＋ま
あ満足している 49.7%」＝ 54.0% が満足、「やや不満 33.7% ＋不満だ 8.5%」＝ 42.2% が不満と
している。国の調査よりも満足度合いが低く、不満度が高いことが分かった。
さらに、都の調査から、「満足の理由」についてみると、全体では、1．健康であるから
75.7%、2．家族との生活が充実しているから 57.0%、3．友人・知人との人間関係が充実して
いるから 41.1%、4．趣味や教養の時間が十分取れているから 24.7%、5．食生活が豊かだから
19.4%、6．仕事や勉強がうまくいっているから 19.0% である。32）
14. 現在の生活に生き甲斐を感じていますか
表 29、図 19 は、男性の「現在の生活に生き甲斐を感じていますか」をみたものである。各
年代をコミにしてみると、「大変感じている」では、49 人 40.2%、「かなり感じている」では、
43 人 35.2%。「大変感じている」と「かなり感じている」をコミにしてみると、92 人 75.2％で
ある。「普通に感じている」が、20.5% である。「あまり感じていない」と「全く感じていない」
をコミにしてみた場合では、5 人 4.1% である。ここでも男性では、現在の生活に生き甲斐を
見出して生活をしていることが数値に表れているといえる。わずかながら 20 代、30 代、40 代
で「あまり感じていない」という人も含まれているのが分かった。
表 29　あなたは現在の生活に生き甲斐を感じていますか（男性）（人数、％）
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表 30、図 20 は、女性の生き甲斐を感じていますかの回答結果である。各年代をコミにした
場合の「大変感じている」では、54 人 48.7%、「かなり感じている」では、35 人 31.5% である。
「大変感じている」と「かなり感じている」をコミにして見ると、89 人 80.2% である。「普通
に感じている」では、18 人 16.2％、「あまり感じていない」と「全く感じていない」をコミに
した場合では、4 人 3.6% である。女性は、男性よりも生き甲斐を感じて生活をしていること
が数値の比較で看取できる。男性同様に、女性もわずかながら 20 代、30 代、50 代であまり生
き甲斐を見出せていない人もいることが分かった。
図 19　あなたは現在の生活に生き甲斐を感じていますか（男性）（人数）
表 30　あなたは現在の生活に生き甲斐を感じていますか（女性）（人数、％）
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なお、調査項目の一つであった職業については、記載して頂いたものを各年代別にした 表
31、表 32 の一覧表で示すに留めたい。次に本稿で用いた英文の意識調査項目を示しておきた
い。
図 20　あなたは現在の生活に生き甲斐を感じていますか（女性）（人数）
表 31　アメリカ人のアンケート調査男性協力者の職業（人数）
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表 32　アメリカ人のアンケート調査女性協力者の職業（人数）
アメリカ人の健康・体力と生涯スポーツ活動に関する意識調査（金子）
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Ⅳ．おわりに
　
本稿は、質問紙法に依拠した（男性 122 人、女性 111 人）という限られた範囲でのアメリカ
人男女の健康・体力やスポーツや運動などに関する意識調査ではあるが、実際にアメリカ人が
日常生活の中でどのようなスポーツや運動を行っているのか、どのくらい行っているのか、ど
のような目的でスポーツや運動を行っているのか、また、健康状態・体力状態はどうなのか、
現在の生活に満足しているか、生き甲斐を感じているかなどの調査結果の単純集計を基に分
析・考察をしたものである。以下に得られた知見を要約したい。
1．健康状態では、男性が 7 割り（70.4%）、女性の約 7 割り（66.6%）が「健康」である
と回答し、「あまり健康ではない」は、男性が 6.6％、女性が 2.7% を示している。
2．体力状態の有り無しでは、男性の 34.4%、女性の 17.1% が体力ありと回答している。女
性は男性の半分の辛い自己評価を下している。「普通の体力である」が男性 61.5%、女性 65.8%
と高い数値を示している。「体力なし」では、男性がゼロ回答、女性が 3.6% である。
質問紙法の回答選択肢に、「かなり体力がある」という項目が筆者の落ち度で抜け落ちてしま
い、かなり体力ありと回答したい人達も「普通の体力である」を選んで回答しているとも推測
する。したがって、「かなり体力がある」の選択肢が設けて在れば数値が若干違ってくること
だろうと心算する。
3．「健康に注意をしているか」では、男性の 6 割り（61.5％）、女性の約 5 割り（48.6%）が
健康に注意を払っていると回答し、「注意をしていない」では、男性 10.7%、女性が約 2 割り
（18.0%）を示している。
4．「体力に注意をしているか」では、男性の約 6 割り（56.6%）、女性の約 5 割り（49.5% が注
意をしている、払っていると回答している。「注意をしていない」では、女性が「健康に注意
をしている、していない」の回答と同じようなイメージを示している（約 2 割り、18.0%）。
5．「過去一年間にスポーツや運動を行いましたか」では、男性の「はい・行った」が、9 割り
の（91.8%）、女性も、約 9 割り（88.3%）の高い回答比率を示している。男女共にスポーツや
運動の実践には、かなり熱心であるといえる。
6．「現在行っているスポーツや運動種目」では、男性が「野球、バスケットボール、アメリカ
ンフットボール、ゴルフ、水泳、ランニング、ジョギング、ジムでのウエイトトレーニング、
ウオーキング、自転車、ハイキングなど」を実施している。一人当たりの行っている各年代の
種目数では、2.1 〜 2.7 種目である。年代の若い方では、競技性の高いねらいで行い、年代が
高くなるにつれて健康指向型のねらいで実施している。各年代を合わせた一人平均では、2.5
種目である。
　女性では、「ランニング、ウオーキング、ハイキング、スポーツジムでのウエイトトレーニ
ング、水泳など」が行われている。男性に比して女性は競技性のねらいよりも健康志向型の意
アメリカ人の健康・体力と生涯スポーツ活動に関する意識調査（金子）
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図で実施している。一人当たりの各年代の実施種目数は、2.0 〜 3.4 種目と男性よりも取り組
みがバライティーであることが分かった。各年代を合わせてみた一人平均では、2.7 種目であ
る。
7．「一週間に何回位スポーツや運動を行いますか」では、男性の約 6 割り（57.4%）が、「週に
3 回以上」行い、「週に 1 〜 2 回」では、16.4% が実施している。「週 3 回以上と 1 〜 2 回」を
コミにすると、7 割強（73.8%）の人達が実践をしていることが分かった。女性では、「週に 3
回以上」が、約 5 割り（46.8%）、「週に 1 〜 2 回」が、14.5% である。「週 3 回以上と 1 〜 2 回」
をコミにしてみると、6 割り（61.3%）の人が取り組んでいることが分かった。男女の比較で
は、男性が 1 割強（12.5%）の上回りを持って実施している。
8．「いつスポーツや運動を行いますか」では、男性が「夕方」が 32.0%、「早朝」が 25.4%、
「午後」が 23.8%、「時間を決めていない」が 22.1% の順になっている。
　女性では、「早朝」が 35.1%、「夕方」が 32.4%、「時間を決めていない」が 24.3%、「午前中」
が 12.6％との順である。男女共「夕方と早朝」に行う人が多いことが明らかになった。また、
「時間を決めていない」では、男女共に 2 割ほどの人が各自の都合のよい時間帯で実施してい
ることが分かった。
9．「1 回に行うスポーツや運動の時間はどれ位ですか」では、男性の 1 位が 6 割り（62.3%）
の「60 分以上」、2 位が約 2 割強（23.8%）の「45 分以内」である。
　女性では、1 位の「60 分以上」が約 5 割（45.9%）、2 位の約 4 割り（37.9%）が「45 分以内」
である。スポーツや運動に取り組む 1 回あたりの時間は、男女共に 1 位と 2 位は同じである。
男性が練習時間の長短では女性の練習時間を上回っている。
10．「スポーツや運動を行う理由は何ですか」（複数回答） の男性では、第 1 位の「健康維持
増進のため」が、約 7 割り（67.2%）、第 2 位の「楽しみと気晴らし」が、5 割り（54.1%）、第
3 位の「体力維持増進のため」が、3 割強（35.2%）、第 4 位の「競技のため」が、約 3 割り
29.5%、第 5 位の「ストレス解消のため」が、約 3 割り（28.6%）、第 6 位の「美容と健康のた
め」が約 2 割り（18.1%）、第 7 位の「社交のため」が 17.2% である。
　女性では、第 1 位の「健康維持増進」が、7 割り（70.3%）、第 2 位の「楽しみと気晴らしの
ため」が、約 5 割り（47.7%）、第 3 位の「美容と健康のため」が、46.8%、第 4 位の「体力増
進のため」が、45.0%、第 5 位の「ストレス解消のため」が、40.4% である。男女共に健康維
持増進、楽しみや気分晴らし、体力増進に、ストレス解消などの意図でスポーツや運動に取り
組みをしていることが把握できた。また、男性が「競技のため」を選んでいるのに比して、女
性は選んではいない。男性が選んでいるのは、若年層が競技のためを志向しているからであ
る。　
11．将来の行いたいスポーツや運動では、男性が各年代を合わせて、一人平均で 2.7 種目、女
性が 3.1 種目である。女性の方が男性よりも、若干多くの種目を取り入れて実践していこうと
いうことが窺える。
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12．「フィットネスクラブやスポーツクラブの会員ですか」では、10 代から 80 代をコミにし
て見ると、男性 69 人 56.6% が会員である。女性は 60 人 54.1% が会員である。会員でない人を
見ると、男性が 53 人 43.4%、女性が 51 人 45.9% である。
13．「現在の生活に満足していますか」では、男性が「非常に満足している」と「かなり満足
している」をコミにして見ると、75.2%（7 割強）、「あまり満足していない」と「全く満足し
ていない」をコミにして見ると、3.6% である。
　女性では、8 割り（80.9%）が「非常に満足＋かなり満足」をしていると回答をしている。
「あまり満足していない＋全く満足していない」では、3.6% である。女性は男性よりも満足度
が高い。男女共に「不満足」の方に回答する人もわずかながら見られた。
 
14．「現在の生活に生き甲斐を感じていますか」では、男性の「大変感じている＋かなり感じ
ている」をコミにして見ると、75.2% である。「あまり感じていない＋全く感じていない」
をコミにすると、4.1% である。
　女性では、8 割り（80.2%）が、「大変感じている + かなり感じている」ことを示している。
3.6% が「あまり感じていない＋全く感じていない」を示している。先に見た「生活に満足」
のところと符合するが、男女共に高い数値を示して生活に生き甲斐を見出していることが窺え
る。女性は、生き甲斐を「感じている」比率が 5 ポイントほど男性に比して強い。
　本稿は、筆者が平成 19 年度（2007）「二松学舎大学長期海外特別研究員」として、7 月 31
日から平成 20 年（2008）3 月 25 日までアメリカ・アリゾナ州スコッツデールに滞在した折に
「スポーツや運動に関する意識調査」を試みたことを基に成果の一部として執筆したものであ
る。ここに学校法人二松学舎大学ならびに大学関係各位に感謝申し上げる次第である。
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